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学 のプログラ ング が 2020 年度から必 される。 のプログラ ング の

関 の まりからか、 レ 、イン ーネット、書 等い い な場 で きすることが

くなってきている。本稿は、筆者の 学生の に初めてプログラ ング（Scratch[1]）
を れさせたときの状 や、そこで た づきを し、 制度や 現場の現状、環

境整 の必要性など、各 情報を基に する。 
 
なお、本稿 の意 や、特に の い状 は筆者の 人的 、および筆者の

から え いた内 であり、所 や CITP コ の を代表して表 するもので

はないことを め 了 いた きたい。 
 
キーワード プログラ ング 、新学 指導要領、Computational Thinking、 い事 

 
 

学生を に つ として、 年 みになると を ますものに「 研究」がある。

64.4%という は であるか が く うか。 会社 ークローン ー ング

が 2017 年 6 にイン ーネット 査した「 どもの みの 題」を が っている

合（9 12 ）である。[2] 
ここで の の に っておくが、筆者の では「 研究」の ントは えるが、

やる内 は本人の に 、創 活動 には 用な しはしないことにしている。 
の 査結果から て、 みの 題に関 する は意 に いと るのではない

うか。筆者は IT 関連の仕事をしているが 、プログラ ング というキーワードに 業

に したこともあり、 学生の にやらせてみたいと常 えていた。NHK E
レでプログラ ング 組[3]を に視 し を っていたこともあり、筆者の提案はあっ

さり受け入れられた。 
の取り組みで、 らの創 力を し、目的に かって 力する の を間 に

ることが た。プログラ ング の目的は であるか、 は を得ることが るの

か、経 を通して得た内 、 が取り組 べき内 も せて述べていく。 
 
1. ン  

1-1 要  
2017 年（平成 29 年）3 、 学 は新学 指導要領[4]を した。2020 年度（平成

32 年度）から 始される 学 におけるプログラ ング の必 が り まれた内

である。 に る過 では、「 学 における 理的 力や創 性、問題 能力
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Computational thinking is a cognitive or thought process involving logical reasoning by which problems 

are solved and artefacts, procedures and systems are better understood. 

コン ーショ ルシンキングは、問題が され、人 、 順、およびシス ムがより く理 され

ることによる、 理的な推 を う認知もしくは プロ スである。 

It embraces: 

それは を ： 

the ability to think algorithmically;  

the ability to think in terms of decomposition;  

the ability to think in generalisations, identifying and making use of patterns; 

the ability to think in abstractions, choosing good representations; and  

the ability to think in terms of evaluation. 

アル ム的に える能力 

の 点で える能力 

一般 で える能力、 ーンを識別し 用する 

で える能力、 い表現を する 

評価の で える能力 

5 つの （concepts）：能力（ability）の集合として表現されている。筆者も めた IT 技

術者ならば、これら 5 つの要 は理 に いものであるは が、はたしてこの内 を意

識して が確立されるのか、そして実際に がなされるのか、 後の整 にかかって

いる。 
また、コン ー におけるレベル（Progress：上 ）と 6 つの

（Algorithms/Programming & Development/Data & Data Representation/Hardware & 
Processing/Communication & Networks/Information Technology）で 成された学

ト クスである Computing Progression Pathways[10]には、5 つの能力のどれに 当す

るかが されている。（ の関係上一 のみとし日本 は する） 
表 1  Computing Progression Pathways（ ） 

 Algorithms Programming &  
Development 

Data &  
Data Representation 

Hardware &  
Processing 

Communication &  
Networks Information Technology 

1 •Understands what an 
algorithm is and is able 
to express simple linear 
(non-branching) 
algorithms symbolically. 
(AL) 
•Understands that 
computers need precise 
instructions. (AL) 
•Demonstrates care and 
precision to avoid 
errors. (AL) 

•Knows that users can  
develop their own 
programs, and can  
demonstrate this by 
creating a simple 
program in an 
environment that does 
not rely on text  e.g.  
programmable robots 
etc. (AL) 
•Executes, checks and 
changes programs. (AL) 
•Understands that 
programs execute by 
following precise 
instructions. (AL) 

•Recognises that digital 
content can be 
represented in many 
forms. (AB) (GE) 
•Distinguishes between 
some of these forms and 
can  explain the  
different ways that they 
communicate 
information. (AB) 

•Understands that 
computers have no 
intelligence and that 
computers can do 
nothing unless a 
program is executed. 
(AL) 
•Recognises that all 
software executed on 
digital devices is 
programmed. (AL) (AB) 
(GE) 

•Obtains content from 
the world wide web 
using a web browser. 
(AL) 
•Understands the  
importance of 
communicating safely 
and respectfully online, 
and the  need for 
keeping personal 
information private. 
(EV) 
•Knows what to do 
when concerned about 
content or being 
contacted. (AL) 

•Uses software under 
the  control of the  
teacher to create, store 
and edit  digital 
content using 
appropriate file and 
folder names. (AB) (GE) 
(DE) 
•Understands that 
people interact with 
computers. 
•Shares their use of 
technology in school. 
•Knows common uses of 
information technology 
beyond the classroom. 
(GE) 
•Talks about their work 
and makes changes to 
improve it. (EV) 

2 •Understands that 
algorithms are 
implemented on digital 
devices as 
programs.(AL) 
•Designs simple 
algorithms using loops, 
and selection i.e. if 
statements. (AL) 
•Uses logical reasoning 
to predict outcomes. 
(AL) 

•Uses arithmetic 
operators, if 
statements, and loops, 
within programs. (AL) 
•Uses logical reasoning 
to predict the behaviour 
of programs. (AL) 
•Detects and corrects 
simple semantic errors 
i.e. debugging, in 
programs. (AL) 

•Recognises different 
types of data: text, 
number. (AB) (GE) 
•Appreciates that 
programs can work with 
different types of data. 
(GE) 
•Recognises that data 
can be structured in 
tables to make it useful. 
(AB) (DE) 

•Recognises that a 
range of digital devices 
can  be considered a 
computer. (AB) (GE) 
•Recognises and can 
use a range of input and 
output devices. 
•Understands how  
programs specify the  
function of a general 
purpose computer. (AB) 

•Navigates the  web 
and can  carry out 
simple web searches to 
collect digital content. 
(AL) (EV) 
•Demonstrates use of 
computers safely and 
responsibly, knowing a 
range of ways to report 
unacceptable content 
and contact when 
online. 

•Uses technology with 
increasing 
independence to 
purposefully organise 
digital content. (AB) 
•Shows an awareness 
for the quality of digital 
content collected. (EV) 
•Uses a variety of 
software to manipulate 
and present digital 
content: data and 

等の 成とプログラ ング に関する有識者会議」[5]での検討を行い、2016 年（平成 28
年）6 16 日、「 学 におけるプログラ ング の り方について（議 の取りま

とめ）」[6]を 表した。その後、2016 年（平成 28 年）12 21 日、 審議会による

「 、 学 、 学 、 等学 び特別支 学 の学 指導要領等の び必要な

方 等について（ ）（ 審 197 ）」[7]に組み まれてきた。 
このように専門 らにより議 が進められ、プログラ ング 制度の仕組みが られて

いく であるが、「プログラ ング 」を に えることはなかなか しい。新学 指導

要領にはどのような定義がされているの うか。 
以 は、 学 学 指導要領  [8]からの である。 
たちが どのような 業に くとしても時代を えて 的に求められる「プログラ ング的 」

（ が意図する一連の活動を実現するために どのような動きの組合せが必要であり 一つ一つの動きに

対 した を どのように組み合わせたらいいのか の組合せをどのように していけば より意

図した活動に づくのか といったことを 理的に えていく力）を ため 学 においては が

プログラ ングを しながら コン ー に意図した処理を行わせるために必要な 理的 力を に

けるための学 活動を計 的に実施することとしている。その際 学 において学 活動としてプ

ログラ ングに取り組 らいは プログラ ング を えたり プログラ ングの技能を 得したりと

いったことではなく 理的 力を とともに プログラムの働きやよさ 情報社会がコン ー を

は めとする情報技術によって支えられていることなどに き な問題の に主 的に取り組 態

度やコン ー 等を上 に活用してよりよい社会を いていこうとする態度などを こと さらに

等で学 知識 び技能等をより確実に に けさせることにある。 

間 ってもプログラ ング を 得し、コー ングを行い、アプ や ームを 成す

ることを目的としている では い。プログラ ング の重要なキーワードは、やはり「プ

ログラ ング的 」や「 理的 力」を ことであ う。この つの から連 す

るのは、いわ る「コン ーショ ル シンキング Computational Thinking」の え

方である。 後 IT に携わっていくかどうかに関わら 、この え方を 得する意義は

きく、仕事のみなら の生活においても「よりよい社会を いて」いく の重要なフ

ク ーとなるであ う。 
 

1-2 ン テ シ シン ン Computational Thinking 
「 学 におけるプログラ ング の り方について（議 の取りまとめ）」[6]には、

「コン ーショ ル シンキング」の え方を まえつつ、プログラ ングと 理的

との関係を整理しながら提 された定義である とある。新学 指導要領のプログラ ン

グ を制定する上で参 にした重要な え方であることが かる。 
Computational Thinking（以後 CT と す）について、イ スの Computing At School

（以後 CAS と す）が している 書を参 に内 を てみることにする。 
本稿では CT の や CAS に関する内 は する。本 Web イトを参 されたし 

https://www.computingatschool.org.uk/ 
CT は 5 つの からなるが、CAS computational thinking - A Guide for teachers[9]には

のように されている。（ があるといけないため を する） 
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Computational thinking is a cognitive or thought process involving logical reasoning by which problems 

are solved and artefacts, procedures and systems are better understood. 

コン ーショ ルシンキングは、問題が され、人 、 順、およびシス ムがより く理 され

ることによる、 理的な推 を う認知もしくは プロ スである。 

It embraces: 

それは を ： 

the ability to think algorithmically;  

the ability to think in terms of decomposition;  

the ability to think in generalisations, identifying and making use of patterns; 

the ability to think in abstractions, choosing good representations; and  

the ability to think in terms of evaluation. 

アル ム的に える能力 

の 点で える能力 

一般 で える能力、 ーンを識別し 用する 

で える能力、 い表現を する 

評価の で える能力 

5 つの （concepts）：能力（ability）の集合として表現されている。筆者も めた IT 技

術者ならば、これら 5 つの要 は理 に いものであるは が、はたしてこの内 を意

識して が確立されるのか、そして実際に がなされるのか、 後の整 にかかって

いる。 
また、コン ー におけるレベル（Progress：上 ）と 6 つの

（Algorithms/Programming & Development/Data & Data Representation/Hardware & 
Processing/Communication & Networks/Information Technology）で 成された学

ト クスである Computing Progression Pathways[10]には、5 つの能力のどれに 当す

るかが されている。（ の関係上一 のみとし日本 は する） 
表 1  Computing Progression Pathways（ ） 

 Algorithms Programming &  
Development 

Data &  
Data Representation 

Hardware &  
Processing 

Communication &  
Networks Information Technology 

1 •Understands what an 
algorithm is and is able 
to express simple linear 
(non-branching) 
algorithms symbolically. 
(AL) 
•Understands that 
computers need precise 
instructions. (AL) 
•Demonstrates care and 
precision to avoid 
errors. (AL) 

•Knows that users can  
develop their own 
programs, and can  
demonstrate this by 
creating a simple 
program in an 
environment that does 
not rely on text  e.g.  
programmable robots 
etc. (AL) 
•Executes, checks and 
changes programs. (AL) 
•Understands that 
programs execute by 
following precise 
instructions. (AL) 

•Recognises that digital 
content can be 
represented in many 
forms. (AB) (GE) 
•Distinguishes between 
some of these forms and 
can  explain the  
different ways that they 
communicate 
information. (AB) 

•Understands that 
computers have no 
intelligence and that 
computers can do 
nothing unless a 
program is executed. 
(AL) 
•Recognises that all 
software executed on 
digital devices is 
programmed. (AL) (AB) 
(GE) 

•Obtains content from 
the world wide web 
using a web browser. 
(AL) 
•Understands the  
importance of 
communicating safely 
and respectfully online, 
and the  need for 
keeping personal 
information private. 
(EV) 
•Knows what to do 
when concerned about 
content or being 
contacted. (AL) 

•Uses software under 
the  control of the  
teacher to create, store 
and edit  digital 
content using 
appropriate file and 
folder names. (AB) (GE) 
(DE) 
•Understands that 
people interact with 
computers. 
•Shares their use of 
technology in school. 
•Knows common uses of 
information technology 
beyond the classroom. 
(GE) 
•Talks about their work 
and makes changes to 
improve it. (EV) 

2 •Understands that 
algorithms are 
implemented on digital 
devices as 
programs.(AL) 
•Designs simple 
algorithms using loops, 
and selection i.e. if 
statements. (AL) 
•Uses logical reasoning 
to predict outcomes. 
(AL) 

•Uses arithmetic 
operators, if 
statements, and loops, 
within programs. (AL) 
•Uses logical reasoning 
to predict the behaviour 
of programs. (AL) 
•Detects and corrects 
simple semantic errors 
i.e. debugging, in 
programs. (AL) 

•Recognises different 
types of data: text, 
number. (AB) (GE) 
•Appreciates that 
programs can work with 
different types of data. 
(GE) 
•Recognises that data 
can be structured in 
tables to make it useful. 
(AB) (DE) 

•Recognises that a 
range of digital devices 
can  be considered a 
computer. (AB) (GE) 
•Recognises and can 
use a range of input and 
output devices. 
•Understands how  
programs specify the  
function of a general 
purpose computer. (AB) 

•Navigates the  web 
and can  carry out 
simple web searches to 
collect digital content. 
(AL) (EV) 
•Demonstrates use of 
computers safely and 
responsibly, knowing a 
range of ways to report 
unacceptable content 
and contact when 
online. 

•Uses technology with 
increasing 
independence to 
purposefully organise 
digital content. (AB) 
•Shows an awareness 
for the quality of digital 
content collected. (EV) 
•Uses a variety of 
software to manipulate 
and present digital 
content: data and 

等の 成とプログラ ング に関する有識者会議」[5]での検討を行い、2016 年（平成 28
年）6 16 日、「 学 におけるプログラ ング の り方について（議 の取りま

とめ）」[6]を 表した。その後、2016 年（平成 28 年）12 21 日、 審議会による

「 、 学 、 学 、 等学 び特別支 学 の学 指導要領等の び必要な

方 等について（ ）（ 審 197 ）」[7]に組み まれてきた。 
このように専門 らにより議 が進められ、プログラ ング 制度の仕組みが られて

いく であるが、「プログラ ング 」を に えることはなかなか しい。新学 指導

要領にはどのような定義がされているの うか。 
以 は、 学 学 指導要領  [8]からの である。 
たちが どのような 業に くとしても時代を えて 的に求められる「プログラ ング的 」

（ が意図する一連の活動を実現するために どのような動きの組合せが必要であり 一つ一つの動きに

対 した を どのように組み合わせたらいいのか の組合せをどのように していけば より意

図した活動に づくのか といったことを 理的に えていく力）を ため 学 においては が

プログラ ングを しながら コン ー に意図した処理を行わせるために必要な 理的 力を に

けるための学 活動を計 的に実施することとしている。その際 学 において学 活動としてプ

ログラ ングに取り組 らいは プログラ ング を えたり プログラ ングの技能を 得したりと

いったことではなく 理的 力を とともに プログラムの働きやよさ 情報社会がコン ー を

は めとする情報技術によって支えられていることなどに き な問題の に主 的に取り組 態

度やコン ー 等を上 に活用してよりよい社会を いていこうとする態度などを こと さらに

等で学 知識 び技能等をより確実に に けさせることにある。 

間 ってもプログラ ング を 得し、コー ングを行い、アプ や ームを 成す

ることを目的としている では い。プログラ ング の重要なキーワードは、やはり「プ

ログラ ング的 」や「 理的 力」を ことであ う。この つの から連 す

るのは、いわ る「コン ーショ ル シンキング Computational Thinking」の え

方である。 後 IT に携わっていくかどうかに関わら 、この え方を 得する意義は

きく、仕事のみなら の生活においても「よりよい社会を いて」いく の重要なフ

ク ーとなるであ う。 
 

1-2 ン テ シ シン ン Computational Thinking 
「 学 におけるプログラ ング の り方について（議 の取りまとめ）」[6]には、

「コン ーショ ル シンキング」の え方を まえつつ、プログラ ングと 理的

との関係を整理しながら提 された定義である とある。新学 指導要領のプログラ ン

グ を制定する上で参 にした重要な え方であることが かる。 
Computational Thinking（以後 CT と す）について、イ スの Computing At School

（以後 CAS と す）が している 書を参 に内 を てみることにする。 
本稿では CT の や CAS に関する内 は する。本 Web イトを参 されたし 

https://www.computingatschool.org.uk/ 
CT は 5 つの からなるが、CAS computational thinking - A Guide for teachers[9]には

のように されている。（ があるといけないため を する） 
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ようになることが重要である。このように たちにとって な題 から 理的 を学

び、ス ップアップしていく キ ラムが必要ではないかと える。 
 

1-3 STEM の  
ここで 年、国内、 問わ 目されている STEM について取り上げたい。 
STEM とは、"Science, Technology, Engineering and Mathematics"のそれ れ で表

される である。 学、技術、 学、 学を重視した 方針とされ、アメ で始まっ

た ルと われている。[11] 
イ スとアメ の の いを本稿で述べることはしないが、CT と同 に初等 か

らの実 により、 理的 力の 成、 いては 学技術人 の 成を行うというシ

を 定したとき、STEM は きな意義を つもの と えてくる。 
世界 IT 国 創 ー 活用推進基本計 について（平成 29 年 5 30

日 議 定）[12]、 (9) 人 成、 等 基本法 17 、 18 関係 、

 的な施 のうち重点的に べき施 、 年 に対するプログラ ング の

推進 にある、「 の が国の社会経 を支える人 を 成」にも基本的な え方は合致

する。 
また、 間 業でも STEM を う ー スの提 が 始されており、 後の り

上がりが期 される。 
 
1-4 ン の  
プログラ ング の効果として、「プログラ ング 」の実施状 に関する現状 査_ 
査報告書（ ）[13]には の効果があるとする有識者の意 がある。 

 創 力の 上 

 課題 力の 上 

 的 力の 上 

 合理性、 理的 力の 上 

 表現力の 上 

 意 の 上（内 的な動機づけ効果） 

 コン ー の 理に関する理  

 情報活用能力 

の取り組みで筆者が特に た 産 は つある。一つ目は「問題 力」である。

ある時 が な しで ソコンに かいバグ取りをする があった。 の い い

ている動きと うらしく、問題 所を し、本や筆者から ントを得、 を 行 し

ながら つけていた。 い通りに動いた時の表情が 的であった。二つ目は「 的学

力」である。学 や の 題を早 に ませたり、 を り ームする時間を って

ソコンを 用することが くなった。プログラ ング本も 入し、時間を つけては

み しているよう 。 みの 研究をきっかけに、 らかに の が している。

つ目は「創 力と 実現 表現力」である。 研究では Scratch で ームを った。

を りたいか インを え、どうすれば実現できるのか、 みながら取り組 でいた。

さらに、どうすれば くなるか、もっと 度なことを組み入れたいなど、一 み

•Detects and corrects 
errors i.e. debugging, in 
algorithms. (AL) 

information. (AL) 
•Shares their 
experiences of 
technology in school 
and beyond the  
classroom. (GE) (EV) 
•Talks about their work 
and makes 
improvements to 
solutions based on 
feedback received.(EV) 

3 

: 

7 

      

8 •Designs a solution to a 
problem that depends 
on solutions to smaller 
instances of the  same 
problem (recursion). 
(AL) (DE) (AB) (GE) 
•Understands that 
some problems cannot 
be solved 
computationally. (AB) 
(GE) 

•Designs and writes 
nested modular 
programs that enforce 
reusability utilising 
sub-routines wherever 
possible. (AL) (AB) (GE) 
(DE) 
•Understands the  
difference between 
‘While’ loop  and ‘For’ 
loop, which uses a loop  
counter. (AL) (AB) 
•Understands and uses 
two dimensional data 
structures. (AB) (DE) 

•Performs operations 
using bit patterns e.g. 
conversion between 
binary and 
hexadecimal, binary 
subtraction etc.  (AB) 
(AL) (GE) 
•Understands and can  
explain the  need for 
data compression, and 
performs simple 
compression methods. 
(AL) (AB) 
•Knows what a 
relational database is, 
and understands the  
benefits of storing data 
in multiple tables. (AB) 
(GE) (DE) 

•Has practical 
experience of a small 
(hypothetical) low level  
programming language. 
(AB) (AL) (DE) (GE) 
•Understands and can  
explain Moore’s Law. 
(GE)  
•Understands and can  
explain multitasking by 
computers. (AB) (AL) 
(DE) 

•Understands the  
hardware associated 
with  networking 
computer systems, 
including WANs and 
LANs, understands 
their purpose and how  
they work, including 
MAC addresses. (AB) 
(AL) (DE) (GE) 

•Understands the  
ethical issues 
surrounding the 
application of 
information technology, 
and the  existence of 
legal frameworks 
governing its use e.g.  
Data Protection Act, 
Computer Misuse Act, 
Copyright etc. (EV) 

AB=Abstraction; DE=Decomposition; AL=Algorithmic Thinking; EV=Evaluation; GE=Generalisation 

的かつ 的に整理されており、 が国もプログラ ング コン ー を ー

ドするイ スの を参 にすることは非常に意義があると える。た 、 たちが理

し、 し で を受けるためには、このような を前 に すことはせ 、 く理

できるレベルのものを準 することが ましいと える。 
ではどのようなことか。問題 を行う上で な として のようなものがある。 

 
 
 
 
 
 
 

図 1 なフロー図（ ） 
的には のような 題であれば 理的 も理 し いのではない うか。 

 
 
 
 
 
 
 

図 2 なフロー図（ ） 
おそらく たちは 意識に行っているようなことでも、きち と 理立てて る
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2-2 デ の  

行実施の一 として の 査研究報告書がある。平成 29 年 7 、 は「 年

に対するプログラ ング の 推進に けた 査研究」報告書[16]を 表した。

は、プログラ ング の コストかつ効果的な実施 法や指導者の 成方法等を実証し、

国に させるための事業に取り組 でいる。この実証では、 国から 定された 11 団

が となり、 国 11 ロックで のメン ー（指導者）を 成し、 の たち

を対 としたプログラ ング を実施している。（表 2）なお、対 の学 は 学 のほか

学 等学 も一 まれる。 
表 2 国 11 ロックの 要（一 ） 

 
イプ 

ロック 
（団 ） 

会場 
受 者  

実施環境  

ロボッ

ト  
 

(LITALIC
O) 

1  
(1 年生 6 年生 42
特別支 学 3 ) 

スクトップPC1人1 （コン ー ）

ア同 り合わせて 。 
レ ® WeDo2.0 のス ート と Bluetooth 接

続が必要。 

Scratch(スクラッ ) 
レ ®WeDo2.0 

 
(

) 

4  
( 学 学年 53 、

学 30 )  

ートPCグループに1  
グループ とに まって 。 

National Instruments「LabVIEW」

( ジ アル ) 
python( キスト ) 

レ インドストーム

EV3(ロボット) 
 

(NTT 日

本) 

1  
(5年ে 62 )  

レット（Windows OS） びロボット（Ozobot）
は1人1 つ 学 の にて、 とに まっ

て 。 
学 内に整 された LAN 環境を活用。 

Ozobot(ロボット) 
OzoBlockly( ジ アル ) 

国 
(フ ラ

ボ ) 

1  
( 学年20 ) 

スクトップPC1人1 （コン ー 。PCは

際にレイアウトされ、 にス ースあり。） 
Scratch( ジ アル ) 

国 
(TENTO) 

2  
(6年生12 、3-5年生8

) 

ートPC1人1  （コン ー ） 
必要な設定を ませたス ック型 PC

（Ubuntu）を学 ート PC で 動させて 用。 

ScratchX( ジ アル ) 
AruduinoX( ーボ ー ー) 

 
(アー ッ

ク) 

6  
( 学 学年36 ) 
( 等学 26 ) 

ートPC1人1 （ 通 ） Audiuno( キスト ) 
アー ックロボ(ロボット) 

学 用

ジ

アル

 

 
(学情研) 

2   
( 学年 65 )  

スクトップPC1人1  （コン ー ） Scratch( ジ アル ) 

 
(ス ープ

ログラ

ング) 

3  
( 学年27 特別支

6 ) 
( 学 32 )  

スクトップPC（Windows） 
の （コの 型） 

有 LANで接続。 
その 必 の機 や環境(プロジェク ー2 ) 

Scratch( ジ アル ) 

ド ル

 
関  
(グ コ) 

1   
( 学年 195 、保 者

136 ) 

レットPC1人1  
（一 団 が した を ） 

GLICODE(お を用いるプログ

ラ ング ール) 

 
(み なの

コード) 

5  
( 学年98 ) 

1,2,5コ 目：コン ー 用（ 通 ） 
3,4コ 目： スクトップまたは レット型PC1
人1  （コン ー または 通 。） 

Hour of Code( ジ アル ) 
ル の うけ (アンプラグド) 

 
 

(D2C) 
 

( 学 38 ) 
Macbook1人1  

団 が とネットワーク環境を ち み、設

定。グループ とに まって 。 

Swift、Xcode(iPhoneアプ ) 
Gamesalad( キスト ) 
HTML/CSS、Brackets Mozer(

キスト ) 

この報告書[16]で れられている内 で、筆者が特に いと たのがメン ー 成、

受 者の である。 
メン ー 成  
各 での実施に際し、メン ーを 集し、研 会を実施している。メン ーは の学

生（ 学生 専門学 生など）、社会人 、 員が となるが、 くがプログ

ラ ング 経 者であった。（図 4） 

えも 生えてきている。 
有識者の意 にあるような効果が、すべての たちに当てはまるとは ないが、

新しい学びにおける知的 を り立て、プログラ ングスキルのみに まらない な

能力の 上 と導いてあげるのがこれからの 制度の課題であるように う。 
 
2. ン  
プログラ ングに れる機会はい い する。 の筆者の取り組みでは、 レ 、

書 、イン ーネット、そして筆者 の知 による の提 であった。世間に目を

けると な機会を つけることが る。 
 
2-1 ン  

年、プログラ ング の関 の まりから、イン ーネットや の 事、フ ー

ー ーの い事 など く目にするようになり、プログラ ング が まっていると実

する。 い情報となるが、平成 27 年に が 表した「プログラ ング人 成の

り方に関する 査研究 報告書」[14]では、2013 年（平成 25 年）あたりからプログラ

ング の 始が 加し始め、翌年 2014 年（平成 26 年）には している。（図 3） 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 3 プログラ ング の 始時期 
た しこの 査報告書は、プログラ ングに関わる を実施している 関係団 計 43

団 を対 とし、有効 を得られた 25 団 のアン ート結果である。そのため、 国に

する実際の 、および 加 が必 しも一致しているとは らない点に 意が必要で

ある。本稿 筆時点（2018 年 2 ）でより新しい 査結果は 表されていないが、イン ー

ネットで「プログラ ング 」を検 すると く ットすることから、ロボット も

合わせると実際には非常に く、 加 もしばらく続くのではないかと推 される。 
一般社団法人情報処理学会の 2017 年 10 「情報処理」の特集「情報 とワークショ

ップ」[15]に、 たちのプログラ ング学 にワークショップの 態を 用した取り組み

の実 が されている。 生が生 に一方通行で えるのではなく、 たち同 が

し合い、 創 力を らませて取り組 でいく。 の にある学 業とは一

を すものである。 
学 のプログラ ング においては、特集 事のような実 や、一 の学 でのプ

ログラ ング の 行結果など事 を 集 整理し、 業のやり方に創意 が必要とな

るであ う。また、一般のプログラ ング では、特集 事のワークショップの 事 の

ように、実施内 の「 」が 後求められるようになると われる。 
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ログラ ング の 行結果など事 を 集 整理し、 業のやり方に創意 が必要とな
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れている。筆者がま 学生であった時期であるが、実際に MSX やフ ーベーシック

を所有する 人もいて、プログラ ング に通われていたことを している。2020 年の

学 プログラ ング の必 は当時では えられなかったであ うが、その時と い、

現代の たちが学 プログラ ング環境はより 度 され整いつつある。 たちが う

これからのコン ー 社会に一 期 したい。 
 
3. の  

みが終われば 研究の 表があるのはどの学 でも同 であ うが、 が通う

学 での 表では意 な があったよう 。「 研究でプログラ ングをやったのはクラ

スの で 一人」「す い （ ）」「スクラッ って いたことあるけど （ 生）」

「えっ プログラ ングやったの （ ）」など。 に になることも いた「学 の

PC が新しくなったけど動きが い」。どうやら、情報処理の特集 事[15]や、プログラ ン

グ 行実施 [16]に べ、学 の対 状 の れや、 のプログラ ングに対する意

識がそれほど くないように た。実際はどうであ うか。 
 
3-1 の ICT  

2017 年（平成 29 年）12 、 学 は平成 28 年度学 における の情報 の実態

等に関する 査結果[19]を 表した。 学 での ICT 環境の整 状 について つの項目に

目した。（表 3） 
表 3 学 の主な ICT 環境の整 状 （ ） 

 1 当たりの  （参 ） の目標 [20] 
1 当たりの 生  

用コン ー  6.7 人 3.6 人 
   

 LAN 整 (%) 有 LAN 整 (%) 

通 の LAN 31.8 % 87.9 % 
   

 100Mbps 以上の 合(%) 30Mbps 以上の 合(%) 

イン ーネット 46.4 % 86.9 % 

用コン ー に関して、 2 期 基本計 （平成 25 年 6 14 日 議 定）

[20]、基本施 25-2 等の 環境の 実 には、 用コン ー 1 当たりの

生 の目標を 3.6 人としているが、 査結果では 6.7 人であり、 用コン ー の

がま 進 でいないことが かる。 
通 の LAN に関して、同 目標では整 100%を目指しているが 1/3 にも満

たない状 である。 ート型や レット型の 動 コン ー による 度のある 業

態を 定した場合には LAN の方が く、 後の環境整 が である。 
イン ーネット接続 度に関して、 後 用コン ー の が進み、 業等でイン

ーネットコン ン の 用が 加し の ー 通 が 生すると、より のあるイン

ーネット環境が必要となるは である。100Mbps 以上の 合が 以 であるため、通

環境についても 後の環境整 が必要である。 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 4 研 受 前のメン ーのプログラ ングスキル 
研 では IT スキルを一定レベルに 上させることの に、 えを えるのではなく の

主 性を ばすようなコー ングスキルや 同 の し合いをフ シ ートするスキル

などの スキルを 上させることを重視している、とある。これは 学 の 生たち の

に いに参 になる 法ではなか うか。 のプロである 生たちは必 しも IT ス

キルに けているとは らないため一定レベル の き上げは必要であるが、新しいプログ

ラ ング の準 をする上で、 の 方法が となってはならない。2-1 で述べた

ワークショップの 態がプログラ ング の 法として を びるのも ける。 
 
受 者の  

終了後に受 した たち のアン ートでは、プログラ ングの継続 は 7 以

上、プログラ ングが しかったとする 合も 9 を えている。（図 5,6） 
 
 
 
 
 
 

 図 5 受 者のプログラ ング継続    図 6 受 者の 満 度 
の がプログラ ングに関 を ち、 し ことが たようである。また、

理的 力に関しては、「 い受 生は 理的にプログラムを すことが るように

なっているといえる。また、プログラ ングによって日常生活の課題（ 事、 れ 、 ン

のインク れ、 の 等）を するためのアイ アが がっており、課

題 力 成に がる取組みになっていたと推 される」とある。この 査からも、プログ

ラ ング の目的の一つである 理的 力の 成は、継続していくことが重要であるが、

成できるものと えられる。1-2 で述べたように、やはり な題 から 理的なものの

え方を学 ことは、 たちがイメージし く適しているのかも知れない。 
 
2-3 た 

年のプログラ ング の り上がりから ること 30 年以上前、PC が にあまり

していない頃、主に ー け用 の PC として MSX[17]や、当時 行していたフ

ーコン ー の 機 フ ーベーシック[18]が した。 しい仕 は本稿では

するが、BASIC の 法に基づいた な ームプログラムを することができるとさ
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現力などを ばせるかどうかで キ が なってくるのではない うか。 
プログラ ングでも同 なことが きる 能性がある。プログラ ング の目的は 理

的 力を ことであるが、 にはめた指導では本 の目的を果たすことは しいは で

ある。ワークショップ 態の 業を 的に活用するなど、 とは なる 業で 性を

き し、能力を ばすことを前提とした キ ラムが必要になってくると える。 
上 は学 間 ップの一 を述べたが、 し視 を げて 別の いとして、学

の主な ICT 環境の整 状 と、プログラ ング 状 を てみることにする。 
なお、図 9,10,11 の ー は、 との整 状 を するため、 学 のみの ー

ではなく、学 法にて定義されている学 である 学 、 学 、義 学 、

等学 、 等 学 、特別支 学 の合 ー である。[19] 
学 の ICT 環境  

 
用コン ー 1 当たりの

生 の 間のバラつきが

あるのが かる。 
 
 
 

 
図 9 用コン ー 1 当たりの 生  

 
 
通 の LAN 整 は

間で きく が いているのが

かる。 
 
 
 

 
図 10 通 の LAN 整  

 
 
100Mbps 以上のイン ーネット接続

状 は 間で きく が い

ているのが かる。 
 
 
 

 
図 11 イン ーネット接続 100Mbps 以上整  

3-2  
学 員 のプログラ ング研 が進められているよう [21]。 事にある参加者によると

「 人が っても しい。理 や社会の 業に えそう 」と す一方、プログラ ング

のな みが い は「 しく学べそう が、 が指導するとなると、より く をし

て まないといけない」と している が える。 
国でどの 度 員 けプログラ ング研 が行われているかの 計情報が 当たらなか

った。学 における の情報 の実態等に関する 査結果[19]には、ICT 活用指導力の状

の各項目に関する研 を受 した 員 、および 合は するが、これは平成 19 年 2
に 定 表された「 員の ICT 活用指導力」の ェック ストをベースにしており、プ

ログラ ングに関する内 は まれていない。 年実施される実態 査も、 後の 制度

に合わせて されるべきと われる。 
 
3-3  
プログラ ング が 目されていることがわかる い ー がある。 会社

ネットワークジ ン 義 が実施した、 課後の い事に関する 学生の を つ

保 者 のアン ート 査結果である。[22] 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7 課後の い事ランキング       図 8 これから通わせたい い事 
現 通っている い事（図 7）は、水 や ア など から定 のものが上位を めており、

プログラ ングは 4.8%で である。これから通わせたい い事（図 8）ではプログラ

ングが 15.6%となり上位に 上している。英会 も上位に 上しているのは、新学 指導要

領で英 が される であ うか。 くの保 者が新しい 制度を えて、

の い事を えていることが て取れる。 
 
3-4 ッ  
プログラ ング の 題から し れるが、筆者が た学 間の ップについ

て したい。 日、筆者の所 で 学 の 術 会が ン ーで されたた

め参 してきた。 は図 や 術の 業、クラ 活動で 成した や 、書

などあり、学 間各学年 通した ー で制 された である。学 間の を べて

みるとあることに いたの が、それは の と、 キ が学 間で なること

である。 人的 でうまく い表せないが、 合いや表現方法、 の が学 とに

っている を受けた。これは、 たちは 別でありながら各学 の 当 員の指

導方法によって に入れられてしまうことにより が生まれ、 たちの創 力 表
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立案していかなければならないと えられる。 
表 4 学 標準 業時 の現行との  

新  現行 

 学年 
計  学年 

計 
1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 

国  306 315 245 245 175 175 1461 国  306 315 245 245 175 175 1461 

社会   70 90 100 105 365 社会   70 90 100 105 365 

 136 175 175 175 175 175 1011  136 175 175 175 175 175 1011 

理    90 105 105 105 405 理    90 105 105 105 405 

生活 102 105     207 生活 102 105     207 

 68 70 60 60 50 50 358  68 70 60 60 50 50 358 
図  

 68 70 60 60 50 50 358 
図  

 68 70 60 60 50 50 358 

     60 55 115      60 55 115 

 102 105 105 105 90 90 597  102 105 105 105 90 90 597 
特別の 

 
である 

 
34 35 35 35 35 35 209  34 35 35 35 35 35 209 

特別 
活動 34 35 35 35 35 35 209 

特別 
活動 34 35 35 35 35 35 209 

合的 
な学  
の時間 

  70 70 70 70 280 
合的 

な学  
の時間 

  70 70 70 70 280 

国  
活動   35 35   70 

国  
活動     35 35 70 

国      70 70 140         

合計 850 910 980 1015 1015 1015 5785  合計 850 910 945 980 980 980 5645 

業時 の 1 位時間は 45  
が 更となった対  

表 5 プログラ ング の実施  

合的な学 の時間 の らしとプログラ ングとの関係を え、そのよ

さに く学び 

理  にはプログラムが活用され 件に て動

していることに く学び 

 図の 成において、プログラ ング的 と 学的な

の関係やよさに く学び 

 創 用の ICT ールを活用しながら、 の さや さ

の組合せなどを 行 し、 をつくる学び 

図  表現しているものを、プログラ ングを通 て動かすこ

とにより、新たな や を生み す学び 

特別活動 クラ 活動において実施 

学 は基本的に が ての を 当する ースが いは である。効 的な 業を

計 したとしても、 しいとされる 員たちにさらなる となることが に される。 
プログラ ング 必 に けた制度整 において、 員の となる方 として

生 の提案[24]がある。英 で に導入されている「 国人指導 （ALT：
Assistant Language Teacher）」の仕組みと同 ように、プログラ ング に対してシス

ム ンジ アによる「指導 員（TA：Teaching Assist）」の仕組みを整 するというも

のである。TA 制度の実現に けては、 、 治 、各 団 、および 間 業との連携

が重要であり協議を重 ていかなければならない。また、TA の確保や研 の方法 として、

間の ICT 整 状 の いが でき きな も確認できる。本稿では するが、

別の ー も 表されており、整 の い であっても 間では

きな も 受けられる。 により たちの学 環境に いがあってはならないため、

早 な整 が必要である。 
 
プログラ ング  

の「プログラ ング人 成の り方に関する 査研究 報告書」[14]によると、プ

ログラ ング の の くは関 に集 している。（図 12）また、 の規

でみた場合、 くが での であり、 は事 も なく、プログラ ン

グ の認知度が いと えられる、とある。 
 

）2-1 で述べた通り、この 査報告書[14]

は、平成 27 年に 表されており、プログラ

ングに関わる を実施している 関

係団 計 43 団 を対 とし、有効 を得

られた 25 団 のアン ート結果である。そ

のため、 国に する実際の ではないこ

とに 意が必要である。 

 
図 12 プログラ ング の 別  

本稿 筆時点（2018 年 2 ）でより新しい 査結果の 表が しないが、学 、

生 の い で される があるように えるため、 後も人 集 で く

されていくものと推 される。た 、 によって を受ける機会が なわれるのは

ましいことではないため、 治 による 致を 的に行うなどの方 が必要である。 
 
4.  
プログラ ング 必 に けた準 として、これまでに学 の ICT 環境や、 制度

の整 が必要であることを述べてきた。これらは当 ながら 後の課題として位 けられ

るものである。 ード の ICT 環境整 は順 整 範 を していくことになるが、ソフ

ト の制度整 に関しては、課題や制約が いと えられ 重に進める必要があ う。 
 
4-1 の  
学 指導要領の の では、プログラ ング は の 目の で実施されるため

としては せ 、 業時間は で確保されることはない。（ 国 の 業時間以 は

えない）[6][8]（表 4） 
また、 、 学 、 学 、 等学 び特別支 学 の学 指導要領等の び

必要な方 等について（ ）[7]には、「各 学 には、その実情等に て、プログラ

ング を行う を位 ける学年や 等を め指導内 を計 実施していくことが

求められる。」とあり、 キ ラムの 成は学 に られている。また、同別 3-2[23]
にはプログラ ング の実施 （表 5）もあるが、より 的な指導内 を創意 して
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これから 2020 年の必 に けて ード ソフトの環境整 は に整っていくものと

われる。 学生の を つ たちは、世間の動 にはアン を って り れないよう

にしていかなければならない。た し、あまり う必要はなく、とりあえ かやり始め

てみること 。 す ることはない。そして、プログラ ング は プログラ を目指

すための英 ではないが、 性 度によって、より 度なもの と し導いて

あげることも必要になる。筆者も め、IT 技術者は を活かせることに づき、ス ア

プ や 、ロボット、AI など、得意 で知識を提 し、社会 の を果たしてい

く義 があ う。 度情報通 社会の主 となっていく たちのために、プログラ ング

のこれからの成 を目指し、 協力のもと環境を整 していくことが である。そ

のための 力を し ではならない。 
 
 

 

 （CITP 認定 ：16006339） 
会社 シー ーアイ 
のシス ム提案、 、 のプロジェクト 理に 事。現 は主に

規 なストレージシス ムの 案件を 当。 
度情報処理技術者（プロジェクト ネージ 、 キ 、ネットワ

ーク）、PMP。 
 
  

2-2 で述べた ル での実証結果[16]も参 に るのではない うか。メン ーの確保

や 成を各 にて継続させるために、実証で得られた知 が としてまとめられてお

り ントを得ることが る。 
 

4-2  
2020 年の必 はす そこまで ってきている。 を る ではないが、プログラ ン

グを始める い機会であり、早く始めるに したことはない。た 、これまでに述べたよう

にプログラ ング を学び、コー ングをすることが目的ではないことを に、ま

は い ちで ソコンに れることから始めるのが い う。ス や レットでは

なく ソコンである。コー ングをすることが目的ではないものの、ス ップアップして

いく上でより 度なことを行うにはやはり ソコンでないと支 をきたす場 が てくるは

。さらに、 能であれば 専用の ソコンを えることが理 と える。所有する

ことの びや、 を にすることも学び、 よりも 的学 に目 めることが期

るのではない うか。 
による情報通 の世 保有 査[25]では、ス や レットの世 保有 が

年 加しているが、 ソコンは に をしている。（図 13）プログラ ング の必

に い、 ソコンが され、 での が上 に るかもしれない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 13 情報通 の世 保有 の推  
筆者の の取り組みで いたことの一つは、 が 年になく 研究を し でい

たことである。プログラ ングは しいと てくれたことが、IT の仕事をする筆者にとっ

て一 の であったかもしれない。 で、 ントは えるが 用な しはしないと述

べた。 い えると、「一 になって える」ことをし、「 えない」ことを実 したまでで

ある。 のやる が こるのは、やること が しくなければなら 、 らやったこと

の成果が え、それを認めてもらえることが必要ではない うか。 も一 に しみ、

成果を すために取り組み、 にさせてあげてほしい。 
そして はともあれ、 のやる と取り組みを支えるためには環境を整えることが必要

。学 、 い事、 、い れも 人 の 目である。 は に学び、 に成

していくことを筆者は で たが、その過 を 人 が めることのないようにしてい

かなければならない。 
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